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【プロフィール】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、講師、准
教授、2014年教授を経て2018年に桐蔭学園へ。桐蔭横浜大学学長（2020-2021年）。京都大学博士（教育学）。

＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問
東京大学大学院教育学研究科 客員教授

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の助成を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

集中できる場所を見つけて自分を追い込む、時間とタスクを紐付
けて量感を磨く 石井英真先生（京都大学教育学研究科准教授）

（仕事のこつ）



（ご紹介）

石井 英真
いしい てるまさ

京都大学大学院教育学研究科准教授

京都大学大学院教育学研究科博士後期課程修了。博士
（教育学）。日本学術振興会特別研究員（PD）、京都
大学大学院教育学研究科 助教、神戸松蔭女子学院大学
専任講師を経て、2012年4月より現職。

・専門は教育方法学（学力研究）＝学校ですべきこと、できる
ことについて原理的・実践的に探究（教育的価値論）
・授業という営みへのこだわり＝ブルームの目標分類学と斎藤
喜博の教育美学との間（教育技術論）
・専門医であると同時に町医者でありたい＝授業改善を軸にし
た学校改善の取り組み（学校改革実践）
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たくさんのご著書があります





それではご覧ください



自分なりの仕事術のようなもの
 場所とタスクを紐づける。

＝この場所では何ができるか、何をするかということを考える。集中できる場所をつくる（「精神と時の部屋」的なものを持つ）
。場所でやることを区切って極力事務作業は大学の限られた時間に収めたり、自宅でゆるく過ごしているときに。

 時間とタスクを紐づけて量感を磨く。

＝5分あるからこれくらいできるかなといった形で、こまごましたタスクを短い時間で片づけたり、やることを見積もったりする。

 研究するとは日々考え続けることである。

＝常に頭で何かを考え続けている。常にあれこれ考えていることで、問題状況への備えとする。

 何かが生まれそうなワクワクする瞬間には時間を割いて立ち会う。

＝常に「それは何のために？」「いかに効果的にするか？」といったことを考える合理性は重要だが、コスパ至上主義になっ
てはいけない。事務的なものは効率的にだらだらせず仕上げるが、何かが生まれていると感じるときは流れを切らずにその時
間を大事にする。何かが生まれそうな場には時間やコストをおしまない。こなす仕事でなく楽しく生み出す感覚を大事にする。

 少しずつでも生み出し続けること。

＝ずっとちょっとずつ生み出し続けているから、捻り出さなくても、時間を見つけるだけで済む。日々インプットとアウトプットを
往還させながら、細かい書き物の積み重ねとマイナーチェンジの繰り返しから、大物につなげる。

 人生に無駄なことなし。

＝無駄や失敗や回り道はたくさんしてきたし、苦難や不条理もたくさん経験してきたけれど、経験はすべて活かせる。貧乏性
ゆえに無駄にしたくない。つながりをたぐりよせる。まねびと学び取りの名人となること。 
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